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淡路島の甲虫相＊
高橋壽郎】

(､{,l'｡u1,1!,rafau',aofAwajils..HyogoPrefEcture
ToshioTakahashi
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はじめに

淡路昆虫研究会創立ll)周年に機関誌..PARXASSII?S…もNo.16を創立10周年記念号と

して出版された(197(1).筆者はその時”淡路島の甲虫相”を発表して頂いた(p.3-9).

その後筆者自身も何回か淡路島を訪れ調査採集をやり淡路島新記録の甲虫を得たりした．

また淡路島在住の方々 による淡路島からの甲虫の記録もかなり多くある．そこで今回ふた

たび現時点での淡路島の甲虫相をここにまとめて見ることにした．多くの淡路島産甲虫に

ついての文献からはできるだけその記録を取り入れるようにした．それらの文献について

は此処での発表を省略させていただき筆者が別途発表している次のものを参照いただきた

い（兵庫県産甲虫類に関する文献目録,1975.同改訂版,1981.同追加篇I,1984.同追
加篇II,1!)!)3－全部でl.K30篇を収録).

なにぷんにも筆者の浅学，不勉強により同定の誤りその他があるかも知れない．それら

についてご教示，ご指導いただければ幸いである．

筆者が採集した標本は原則として県立”人と自然の博物館”に保管されている．

末筆にあたり本文発表の機会を与えて下さった登日邦明氏に厚く御礼申し上げる．
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淡路島の甲虫類

淡路島に産する甲虫類で現在記録されている科別の種類数と現時点で同島にのみ産する

と考えられる種名（兵庫県下で他に記録の無い種）を記し，注目すぺき種に若干の解説を

試みた（種数の括弧内の数は兵庫県産の種類数．番号は便宜的につけたものである）（淡

路島産甲虫類の目録はもちろん作成してあるがあまりに長文になるので此処での発表を省

略したことを御了承頂きたい）．

l.Family(､upedoidaeナガヒラタムシ科1種(2)
前回の報文では記録がなかった．現存するコウチユウ目のうちでも起源がもっと
も古く，古生代二畳紀下部（約2億年前）に遡るものといわれている．今回1種淡
路島にもいることが記録された（堀田,1978).

2．Famil,･Rhvsodidaeセスジムシ科1種(2)

こら科のものは前報以後新しい追加種は見られない．
3.Famil,『Paussidaeヒゲプトオサムシ科1種(1)

4.Famil)･('ifill(lelidaeハンミヨウ科3種(10)
ヨドシロヘリハンミョウの産が前報以後も確認できていない（沼島産はシロヘリ
ハンミョウではないのかという考え方もある）．

*：兵即鼎昆虫資料・』H月

1‘〒(j弓』神ﾉi巾兵庫区氷室町l.l4
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5.FamilyCarabidaeオサムシ科64種(30.l)
前回の報告からすれば倍近くに増えている．前報文でアキオサムシとして先山産

のヒメオサムシを紹介したが1993年に淡路島に産するものはアワジヒメメオサム

シCam伽sノapomrusau,αﾉ,[7IszslIIlura.I)(ji''';'@"1111y'',､;!､､;'.l!ll':{として記載さ
れた．Holotype,Parat>･pPs全部洲本市先山産である．筆者も先山で冬期採集で掘
り出したことがある．先山での個体数はそれほど少ないとも思われない．今のとこ

ろこの亜種は先山産が知られているだけのようである．淡路島には他にオオオサム

シ，ヤコンオサムシも産する．このアワジヒメオサムシが先山にだけいる種なのか
どうかもう少々調べる必要がありそうである．

オオヒョウタンゴミムシ.号．｢α'."〔､，"/(,I/"､()li,1,･r｣7(13.前報文で説明したよう

に兵庫県の瀬戸内側海岸線沿いでの分布が絶望的な現在淡路島での櫻息が大いに期
待される所であるが最近出版された”淡路島版レヅド・データ・ブック第1集”に

よると南淡町での棲息もかなり心配な状況にあるようだ．

オノコロメクラチピゴミムシri､f(血α"αｲﾉ"《,A(,′(,§I《.･ll".l!jhi;;・上野俊一博士に

よって淡路島南部産で新種記載されたゴミムシである．タイプの産地は:､》u》ilgawa

Valley(洲本市鮎屋川),Xariaigawal.all(｡y(三原町成相川）でもちろん淡路島特
産種である．

カギモンミズギワゴミムシBf7"61d20〃〃･ﾉﾉﾙ‘〃ん,〃/"IKir,､(･ll!･llll(,il,r.l9ti4．前
川和昭氏が安乎産lex.をBr"↓6ld",〃ノノo"ﾉﾉ"Nelolitzいの学名で記録しておられ

る(1983)"日本産昆虫総目録l.1989''によると前記学名になっている．今のとこ
ろ兵庫県下での記録はこれがあるのみである．

ヤシロホソヒラタゴミムシnf"ﾙ,｡〃".5r･ll"J(J′ル11)ll.l!I(ilが三原郡諭鶴羽山か
らある（久松,1973.Habu,1978).今の所県下からはこの産地が知られているだ
けである．

6.FamilyBrachinidaeホソクピゴミムシ科2種(16)
今回新たに2種の記録が見られた．ともに兵庫県下に広く分布している種である．

7.FamilyHaliplidaeコガシラミズムシ科2種(6)
1種増えている．

8.FamilyDytiscidaeケンゴロウ科10種(40)
前報より6種増えている．特に問題になる種は前報のスジゲンゴロウ以外無い．

9．FamilyGyrinidaeミズスマシ科3種(7)

10.FamilyHydrophidaeカムシ科8種(36)
前報より6種増えた．特に問題になる種はない．

ll.FamilyHisteridaeエンマムシ科7種(43)

12．FamilyPtiliidaeムクゲキノコムシ科2種(2)
前報と変化はないが前回エビチャハバネムシの和名で紹介したものエビチャムク
ゲキノコに変える．

13.FamilyLeiodidaeタマキノコムシ科2種(17)
変わらない．但し前報で常隆寺山で採集したlex.をヒトツメタマキノコムシ

Liodop"sm(zc""co"'sNakaneとしたものはツヤマルタマキノコムシA9at"dium

”〃αe""tumPortevin,1908と同定すべきで此処に変更しておく．この種は県下
に広く分布している．

14.FamilySilphidaeシデムシ科8種(17)
前報には記録がなかった．8種あるがどれも普通に見られるものである．

15．FamilyStaphylinidaPハネカクシ科l4種(290)
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前報とほぼ同じようなことで調査不充分の科である．

ﾄ;ll,lil,･1'烏《'lf'l)lli(la(､アリヅカムシ科4種(27)

l･.f,l,,il)･R{･al)l,i(lii(la(,デオキノコムシ科1種(28)
Falllil,･L''(･a',i(la(･クワガタムシ科8種(17)

前報より1種増えた．増えた1種はマメクワガタFi9ulusP'mctatusWater-
llo'l烏い.lK73である．この種は台湾から琉球列島，九州，対馬，四国の太平洋岸，本
州では紀伊半島，伊豆諸島などに分布する種であり兵庫県下では沼島と家島の2カ
所が知られている．沼島に定着しているのか流木などによって運ばれたものかもう
少し調べないとわからない．

l･､amilv(;f,oir''l)ida《､センチコガネ科1種(3)四

Fal,,il,･S(､al･aba《･i(lat､コガネムシ科56種(151)

種類としてはl()種ほど増えたが特に問題になる種はいないように思われる．前
回ハラケビロウドコガネ.1.//)/)('"osEJ､j(､ql)u6"EかIsNomura,1976と報告したもの
交尾器を詳しく調べて見た所.1.lp/)0"osf〃(､(IsJ""IIs(Lewis,1895)カバイロビロウ
ドコガネとすべきではないかと考えているが，材料が充分にないので今ひとつ自信
がない．吹上浜にシロスジコガネPo伽加"ααﾙoImeam(Motschulsky,1861)を
多く産すると報告されていたが，現在どのような状況なのか最近の情報を知らない．
兵庫県全般であまり採集されていない種のようである．

Famil,･Ptilo(la(･n･lidaeナガハナノミ科1種(7)
や

FalllilyP篇《､I)llt､llidaf､ヒラタドロムシ科1種(7)
FalllilyBuprPstidaPタマムシ科12種(81)
I､alllil,･Ela(Pridaf,コメツキムシ科l6種(136)

C

FamilVTroscidaeヒゲプトコメツキ科1種(3)
や

FalllilvEllcnemidaeコメツキダマシ科1種(15)
‐

FamilVOmetheidaeホタルモドキ科1種(2)
＝

Familv(1alltharidaeジヨウカイボン科9種(40)
シ

FalllilvLVぐidaPベニポタル科1種(36)
＝‐

Famil,･DPrmelidaeカツオプシムシ科3種(16)
シ

Falllil,･Al,ol)iidaeシバンムシ科3種(18)
し

前報と変わりはない．前報で述べたようにセスジタワラシバンムシHoIcO6ius
ﾉa"o"lcus(Pic､1903),ツガタケミゾキノコシパンムシMizO(Io7℃qtommpinicola
(N・Hayashi,l951)の2種はその後も兵庫県下での記録は見られず，淡路島（先山，
三熊山）からのみ知られている種である．

FamilyPtinidaeヒヨウホンムシ科2種(4)
FamilyTrogostidaeコクヌスト科1種(5)
FamilyMelyridaeジヨウカイモドキ科2種(12)
何れも新たに記録されたものであるが，ごく普通に産するものばかりである．

FamilyNitidulidaeケシキスイ科14種(87)
2種増える．淡路島からのみ記録されている種はウスチヤデオキスイC(wY)ophiんs
か“"α"JDobsoll,l956(三原郡福良）のみとなった．

Fall'ily(]ybocephalidaeタマキスイ科1種(1)
Famll,･Phalacridaeヒメハナムシ科1種(13)

寺

FamilyCu刈idaeヒラタムシ科1種(14)

企
Ｕ
－
１
×
》

１
１
１

l9

2(）

21

22

23

2.'l

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

(3)

星



1

1
1

I

｜

|’

’

！

1

｜

’

39.FamilySilvanidaeホソヒラタムシ科5種(1)

40.FamilyCryptophagidaeキスイムシ科3種(16)

41.FamilyHelotidaeオオキスイムシ科1種(2)

42.FamlyBiphyllidaeムクゲキスイムシ科1種(8)

43.ramlyLanguriidaeコメツキモドキ科1種(9)
44.FamlyErotylidaeオオキノコムシ科1種(31)

45.FamilyCorylophidaeミジンムシ科2種(7)
以上何れも前報以後追加種を知らない．

46.FamilyEndomychidaeテントウダマシ科4種(9)
前報より2種増えたがいずれも一般的に知られている2種とやや個体数が少ない
種と考えられるクリバネツヤテントウダマシl,y(･0pfJ､d,"“ダ‘,'ﾙ(""/{I_(.､､･iR.1874)
淡路島以外県下では神戸市の産が知られている位である．また久松博士が福良から
記録されているGeoE"domycAI'ssp.も注目しなくてはいけない．

47.FamilyCoccinellidaeテントウムシ科18種(73)
2種増えたが特に珍しいものではない．前回述べたようにムモンヒメテント
ウⅣephusAompirdsα"us(H.Kamiya､1961)は県下では淡路島だけの産が知ら
れている種であるが，今ひとつのオニヒメテントウ‘弓rりﾉ"〃"、ｲﾉﾉ"〃(1.,ノ9/j/(I"〃s
H.Kamya.1961の方は神戸市内でも最近採集できている．
48.FamilyDiscolomidaeミジンムシダマシ科1種(2)

49.FamilyLathridiidaeヒメマキムシ科5種(13)
ウスケシマキムシ(voｧ"ca"aﾉα"｡"‘raReitt‘響r,1877福良（久松,197;I)は県下
からはこの記録があるだけ．

MeIα"op加加Imadis""9ue"du(['on'olli)も福良（久松,1973)から記録がある
が，こちらは県下では宍粟郡音水からの記録がある．

50.FamilyMycetophagidaeコキノコムシ科1種(3)
51.FamlyCisidaeツツキノコムシ科1種(13)
52.Family'Ibnebrionidaeゴミムシダマシ科25種(93)
大きく増加している．主として海岸線沿いの砂地などにいる種が増加した．前報
で原記載以後阿万西町での記録しか知らないとしておいたニセハマヒヨウタンゴミ
ムシ〃isiauest"(IMarseul,1876はその後明石市林崎でも採集できた．
ホソハマベゴミムシダマシ〃icropedmusαI9(zELewis,1894原記載のKobP以後
産地が知られていなかったが，慶野松原で筆者は採集した．
セスジユミアシゴミムシダマシPmmej伽SSmα”f〃"jS(LewiS,1894)やや中
型のゴミムシダマシで本州,九州に分布している種である．煙島で採集されている
が（登日，1982）県下での記録はこれのみである．

53.FanulyLagriidaeハムシダマシ科4種(8)
54.FamlyAlleculidaeクチキムシ科2種(16)

55.FamlyProstomidaeデパヒラタムシ科1種(1)
デパヒラタムシProstomisI(zto"sReitter,1889が先山から記録されている（堀
田，1978）今のところ県下での記録はこれがあるだけである．

56.FamlySalpingidaeチピキカワムシ科1種(6)

57.FamilyMelanodryidaeナガクチキムシ科1種(47)

58.FamilyMordellidaeハナノミ科3種(52)
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F;,l,,lljl{l,il,il,l,(,,･i!lfi(オオハナノミ科1種(4)
l･細l,,ll､11(･l,,i{l;,,ツチハンミョウ科3種(6)

ヒヲズケンセイ（ﾊ､"‘”‘‘/)h('/('/rs(Oli,･ier.1795)が洲本市金屋から記録されて
いる（登日,l!)×'1)．この種は南方系種で本州からは和歌山県（紀伊半島),兵庫
県の産地が知られているだけである．兵庫県からはこの洲本市以外に神戸市北区藍

那，明石市明石城内，三木市（分布の北限）で記録がある．

l･.fill,ll、()!｡l,1,,,･l･1(la!.カミキリモドキ科4種(21)

フダイロカミキリモドキOf(/""ro,,i(Isfr,,I(zrIs(11arseul.1876)が洲本市由良
町から記録されている（堀田,1978).本種も南方系種で兵庫県下からは他に家島
の記録がある（畑中，辻,1()74).

l､all,il,:lllllll(･i(I;1!､アリモドキ科4種(28)

Fall,il,』1(I(･ri!l;'(･ニセクビポソムシ科1種(6)

FFIII,il,･(.《､rallll'､｡(､i,lfl《､カミキリムシ科93種(290)

大きく増えてi,る．キイロミヤマカミキリ〃叩/esjill"dus(Pascoe,1858)が
洲本市先山から記録されている（金田,1978)．南方系の種であり兵庫県下では神
戸市御影（関,l!)川と北区藍那で記録並びに採集されているだけである．前報で
説明したトゲヒケトビイロカミキリ，チヤイロヒメカミキリはその後の進展がない．

ツチイロフトヒゲカミキリDoI《,phmdsifI､Ir""sBates.1884が諭鶴羽山，洲本市
先山から記録されている（田村，田村,1988).クロオビトゲムネカミキリScjades
/hs"""､(llalsusl'ita.ll)･13)は分布地に淡路島が出ている（日本産カミキリ大図
鑑，「ﾙ504､l984)具体的な産地がわからない．県下では城崎郡香住（高橋,1976)
というのがある．

ヒメナガヒメルリカミキリPr(Iohar"河"！"“､1884が洲本市先山から記録されて
いる（金田,1980).県下での記録はこれのみと考えられる．

Fanlil,'<､hrvs()lll《､li(laFハムシ科lOl種(295)

ハムシ科{ま淡路島では割合と良く調べられているグﾙー プのようである.次の種
は淡路島以外での産地はあるがいずれにしてもあまり産地の知られていない種であ
る．トゲアシクビポソハムシLf"l(I(､oro"α/aBaly.1873．ムラサキアシナガトビハ

ムシLo"“α,…6o'"!"!colusOl,,,o,1868(本種のパラタイプに鮎屋産がある)．
コミヤアシナガトビハムシLo"〃αI浩砿ル0"W(MOhno,1968．ハツカアシナガト
ピハムシ“"“αﾉ･SIIS〃ｲﾉﾉ〃｡"F"sIs(1siki,1938・ウスグロヒケナガカミナリハムシ
O9I｡""jαβα(,"o""s(Baly,1874)．前報で兵庫県下で淡路島のみの種として報告し
たヘリグロタマノミハムシ,b'"h(zemde7､maohA"6ojChUjo,1940．シリダコグミトビ
ハムシZI"α"9"JI(I/u6EJ､os(zOhno,1964の2種に加えて筆者が松帆の浦で採集した
スイバトビハムシ〃α励加r､ar/at'o死α"Heikert,inger,1921も今の所県下では淡路島
以外に知られていない．

FamilvAnthl･ibidaeヒゲナガゾウムシ科1種(44)

FamilyAttPlabidaeオトシプミ科10種(55)

FamilyApionidaeホソクチゾウムシ科3種(19)
ケプカホソクチゾウムシAPlO719"seopu6esrnsRoelof,1874は福良から記録さ
れていて（宮武,1973),現在でも県下で他の記録が見られない．

Family('urculionidaeゾウムシ科41種(263)
アルファルファタコゾウムシ〃ypempos""(G)･llellllal,1813)は洲本市緑町,津
名町，三原町，西淡町，五色町，一宮町と淡路島には多くの産地が知られている
(藤富,1990)のにもかかわらず県下の本州側では全く記録がない．同属のオオタ

59
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－

コゾウムシ"yPemPunctatus(Fal)ricius､1773)はごく最近神戸市，三田市に多く
見られているがこちらは現在日本では兵庫県産のみのようである．

ミスジマルゾウムシPh(Ifopholuso'"αII"Ro,･lof,.l汽丁:iも三原郡福原の記録が
あるが（宮武,1973)こちらも今の所県下での産はこれ以外知られていない．クス
アナアキゾウムシDyscEJ､usor･""I(IIIs(MotsぐhulHk,lH(ili)も洲本市先山（堀田,
1975）での記録以外県下での記録は見られない．

70.FamilyRhychophoridaeオサゾウムシ科4種(13)

71．FamilyScolytidaeキクイムシ科1種(47)

以上淡路島産の甲虫類として現在わかっているのは71科(jl(i種である．これに見合う

兵庫県産の種類は71科3,037種ということになる．現在華者の手元にまとめられている

兵庫県産甲虫類というのは113科3.199種（科数，種数が違うのは兵庫県には淡路島から

記録が無い科並びにそれに属する種がいるからである）．

前にものべたが兵庫県産甲虫類の約20％程度が淡路島から記録されていることになる

がこれらの数字は大変流動的であって調査が進めばさらに変化するであろうと考えられる.

ただ基本的にはこのような傾向は変わらないのかとも思われる．

淡路島の甲虫相概観

淡路島の甲虫相はその産出記録の数からだけ見た場合，面積が県全体の5状％位しかな
いことからすれば種類数は必ずしも少ないとは考えられないが，地上性の種，落葉下とか
に生息している種の調査が不充分だということはよくわかり，そういった方面の調査がで

きたらもつと種類数が増えるであろうことからすれば面積の割りからすれば甲虫類は結構
多くいるような印象を受ける．島内最高峰諭鶴羽山で海抜608m,常隆寺山で515111,先山
448mで見られるように高い山が無いことは森林性のものが大変少ないのではないか,例
えばカミキリムシ類のハナカミキリの仲間とかコメツキムシ科，オオキノコムシ科，ナガ

クチキムシ科，アカハネムシ科，ヒケナガゾウムシ科などの甲虫記録がほとんど見られな
い，反面周囲が海に囲まれていることから海浜性，砂地等に棲息する種が多いということ

も淡路島甲虫相の大きな特徴だと思われる．オオヒョウタンゴミムシとかシロスジコガネ，

スナゴミムシダマシ類などが豊富である．また全般からすれば南方系のものが多いようで

ある．セスジユミアシゴミムシダマシ，ヒラズケンセイ，フタイロカミキリモドキ,キイ
ロミヤマカミキリなどを産することでもうかがえる・

現在の兵庫県産甲虫類の中で淡路島からのみ記録のある種は37種である・
前にのべたように未調査のグループを調べればまだまだその産出数は増加してくるであ

ろうと思われるが，反面開発の方はかなりのスピードで進んでいる．特に海岸線の破壊は

ひどいようであり，そういった意味からすれば淡路島の甲虫相も変わりつつあるともいえ
そうである．

(たかはしとしお）

(6)
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クロコノマチヨウの飼育

谷川大海2

筆者は前号（:)リ号）でクロコノマチョウの採集について報告したが，母蝶に産卵させ，

その一部を羽化させることが出来た．ここにその経過について報告する。

クロコノマチョウ飼育経過表(1993年）

注：不＝不明，飼＝飼育箱．沼＝「沼の林床」．林＝「林の林床」，庭＝庭の鉢植のジユズダマ，ジユー
ジュズダマ．スーススキ．夏＝夏型．秋＝秋型．標＝標本，放＝放蝶，越＝越冬，＊＝頃．

★飼育場所は，室内の飼育箱，庭の鉢植,｢林の林床」，｢沼の林床」の4ケ所（｢林の
林床」，「沼の林床」は筆者が名づけたもの）．

★庭の鉢植：ジユズダマを掘ってきて，鉢に植えたもの．

★「林の林床」：白土山の一角にちょうど競技場のような大きさの空き地がある（直径
約250mの円形）．昔，白土を陶土として堀り出した後だそうだ．競技場に見立て

ると，トラックの部分に樹木が，フィールドの部分に草が生えているという具合で
ある．樹木の主なものは，ヤナギ，ハンノキ，アカメガシワ，ニレ，シロダモ，ハ

ゼ，ネム，ハギ等．草の主なものは，ススキ，メドハギ，ノバラ，オカトラノオ，イ
グサ，クズ，ヨモギ，ヒエ等である．水気が多いので下にはミズゴケが生えている．
この樹木の茂る一角に「林の林床」がある．この林床内の樹木は幅の広い葉のヤナ

ギ，ハンノキ，ハゼノキ，ニレ等．下草はササ，ススキ等である．水路があり真夏
でも水がたまっている．林床内はかなり暗い．

★「沼の林床」：「林の林床」から道をはさんで，南に約500m離れた所にあり，池の

一角に位置している．この池の3分の1は水草に覆われており，この水草の縁にこ

の林がある．林床は7月半ばまでは水で覆われており，セリが一面に群生している．

8月以降は水が引き，セリは葉を落として茎だけになる．セリの上には代わってタ

ニソバが勢いを増して，一面に生える．この林床に生えている樹木はヤナギ，ハン

ノキなどである．林縁の一部にジュズダマが生えており，その一部が林床内にも見

られる．

★標本：展翅して標本にし，筆者が保管している．

2)：〒(iMj洲本市大野1018－2
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★放蝶：羽化後,｢林の林床」に放す．

★越冬：来年春に卵を得るために，飼育箱の中で越冬を試みる．

次に飼育について，飼育後気がついたこと，疑問に思ったことを記す．

★卵は母蝶を「沼の林床」のジュズダマに袋がけにして産卵させた．思ったより簡単

で，7/22午後に袋がけにし，7/23朝には産卵する．了ﾉ型は晴，室温2温度，7/23

も晴，室温26度．43卵を得る．この母蝶はこの後すぐに，もとの「林の林床」に

放す．7/26に「林の林床」のススキの葉裏から13卵を発見する．他に旱は目撃し
てないし，その以前には卵も見ていないので，これらの卵は放蝶した同じ母蝶が産

んだと思われる．色や孵化日から推測して，産卵日は放蝶の凶I」後，723と思わ

れる．43卵からは14匹の幼虫が孵化.13卵からは11匹の幼虫が孵化した．しか

し羽化したのは14匹からは7頭．11匹からは1頭であった．

★食草はジユズダマとススキを使用．ジュズダマの方を好むようで，齢の若い時ほど

ジユズダマの方が成長が早かった．成虫の大きさもジュズダマの方が大きい．特に

室内の飼育箱で，ジュズダマを使った2匹は順調に成長し，3であったということ

もあったが，一番早く齢が進み，羽化も早かった．

~

★「沼の林床I没「林の林床1．7冨廿ン「沼の林床」と聯の林床」ではと

もに袋がけ飼育をした．若齢の時は

複数袋がけにし，5齢からは1匹づ

つにした．1ケ所だけ5齢で2匹を

入れたのがあったが，その1匹の頭

部角状突起が1本になっているのを

発見した．それ以後別々にしたが，

この突起1本の幼虫も無事蝿化し，
羽化した．

あ

鍔
や

謬夷

鼠”．

‘

／
坐参メ

轡4-、

番号7番「沼の林床」で，ジュズダマで袋がけ飼
育.8月13日搬彩(5齢)．
2匹一緒に袋がけ飼育飼育していたのだが，他
の幼虫と争って，角状突起を1本失ったものと思わ
れる．

★型について．1番から3番までが夏型の伊，以後羽化したのは全部秋型だった．同

じ母蝶の卵で，孵化日も同じ，食草も同じ，気象条件もだいたい同じだと思われる

のに，なぜ夏型と秋型が現れるのか．ススキ飼育のものはすべて秋型なので，全体

を通じては秋型と言える．夏型の旱は現れなかった．当初は夏型が羽化したら，そ

れに産卵させて秋型を得られればと思っていた．なぜこのようになるのかは疑問で

ある。

★12，13，14，15番は飼育途中で，｢林の林床」内でススキから発見した自然状態の

幼虫である。その後，袋がけ飼育した｡｢沼の林床」からは自然状態の卵も，幼虫も

見られなかった。

(8）
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’
★、Tに「林の林床」と「沼の林床」のちょうど中間地点でススキの葉裏から4齢幼

虫i匹を発見した．袋がけをしていたが，5齢になった時逃げられてしまった。こ

の林床では，この発見の数日前にボロボロの成虫阜’頭を採集している．ここから

「沼の林床」までは成虫が楽に飛んで移動できる距離である（約150m).｢沼の林

床」は見た目にはクロコノマチョウのすみかとしては理想的だと思われる．樹木は

大きく，林床内は十分暗く，食草のジュズダマは豊富にある・ヤナギの木には樹液

が出ている．しかしここには，ヒカゲチヨウ，サトキマダラヒカゲ，ヒメウラナミ

ジャノメ，キタテハ，キアゲハ，コムラサキ，ウスイロコノマチョウなどは見かけ

たがクロコノマチョウの成虫は見られなかった．越冬地として適当でないのかも知

れない．あるいは天敵がいるのかも知れない．とにかくこれも疑問の一つである．

★飼育箱の中の，番，当番の2匹は終齢では体長がそれぞれ58111111,62nm1,蝿は長

さがそれぞれ空111l1l,23111111であった．ススキ飼育では終齢の体長は一番長いも

ので(j(111l1l1であった．ススキ飼育では若齢幼虫の時は成長が遅々 としていたが，終

齢幼虫になってからは順調に成長し急に大きくなった．

★羽化時間について.l,2番は蝿化日がそれぞれ8/15,8/16だったが’共に蝿が黒

くなったのは深夜だった．さては夜に羽化するのかと待っていたが，結局翌朝だっ

た.13番以外の羽化は午前中であった．
－＝

叩

一
画

番I_；』番ハ〃‘ﾘII
終齢(.-)齢）になった直後
休廷l:I111111.

鍵

蕊

篝
､き、．

琴を
、可､-凸

番号』番．8月1月u
10:UUa.rn.撮影．前蝿

nlnl

★13番について。秋型早にしては小さい個体だった．蝿の時も小さかったが，羽化の

時，黒くなってから羽化するまでの時間が他のものよりも長かった。また，羽化し

始めてから羽が伸びきるまでの時間も長かった（残念ながら具体的な数字は測って

いないので分からず）．蝿と成虫の大きさの比較を次に示す．

(9）
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どうして15番だけがこのように小さいのか分からないが，これを発見したのは,｢林の

林床」の林縁だった．日光のさしているススキの葉裏で，ウスイロコノマチョウの卵や幼
虫がいないか捜している時に見つけた．見つけた時は1齢だったので，小さいのには気に
とめなかった（ススキで育った幼虫は3齢までは小さかったから）．発見後は他の幼虫と
共に林床内のススキで袋がけ飼育をした．

★蝿は羽化一日前に飼育箱に取り入れ

て羽化を観察できるようにした．幸

運にも数頭の羽化シーンを観察でき

た．全ては標本にしていないので，

翅裏の色しか比較できないが，同じ

旱でも個体差が見られた．

ロ

－

、、、
ー

■ー

恥
、
〆

昼一一型

爵号』爵.RﾉjZ!)II():Zua.1'1羽化
gl羽化1点後搬影

(たにがわだいかい）

コムラサキの飼育

谷川大海2

筆者は前号（39号）でコムラサキの採集について報告したが，観察の結果食樹を特定で
き（同定はできていない)，卵も得て，第二化と第三化，合わせて4頭を羽化させることが
できた．ここに産卵行動,飼育経過について報告する（4頭をそれぞれA,B,C,Dとする).

コムラサキ飼育経過表（1993年）
－

羽化
一_A第2化｜卵期 |幼虫期’齢-5齢l富I蝿｜蝿期
9/3
早
6;50

a・nl‘

8/27

9/2

7/14

7/20

月日

一

8/267/21-8/25

11日数
『
Ｊ
Ｏ7 36

終齢幼虫の啄夏r381nrn

蝿の体長:281nm

備考
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B第j化｜卵期｜幼虫期’齢-5齢｜前蝿｜蝿期｜羽化
｜、/了’’’9/619浬5

戸
、β
伊
却
、

９
８
ａ

9/6

9/14
|､/γ
|8'』

9/518/13-9/4月日

I

「『薇
F砺考

l196123
終齢幼虫の体長:41mm

一緒に飼育したC3(3化）も同じ経過だった．

前蝿｜蝿期｜羽化ID第)化｜卵期幼虫期1齢-5齢

|"F!|､/γ 呉／1ユーq/10

9/12

9/18

9/19
0
手

7息00

a､nl．

当/7

R/1』

9/11月日 8/13-9/10

1176129
終齢幼虫の体長:43mm

-一一

ﾏ謎

仏

拝

、

L
制
湾
Ｆ凸

評
悪 識§

唾

蕊
ｑ

・
鐸
蕊
癖

匹
膜

A.8月26日16:20p､m．撮影
体長:35mm(角の先まで)葉裏に
頭を下にして中脈に沿って垂下
している．

A.8月25日（前蝿になる
1日前)．角の先までの体長
:43mm{角状突起を含めない場
合38nm').

C.8月26日撮影
体長25nun.3齢．

座
C.9月15日7:15a.In．羽化
研羽化直後に撮影．

A蝿.9月2日撮影．（羽化1日前）

(11）
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【第一化の産卵行動について】

★7月14日，くもり，午後雨,室温27度．第一化の成虫はほとんど姿が見えない

時期になっていた．この日まで観察を続けていたが，旱か樹i夜を吸っている姿は目

撃したが，産卵行動は見ることが出来なかった．時期が通れているので諦めかけて

いた．午後一時．強風と言っていいほどの風が吹いており,I判もバラバラしはじめ

た．母蝶がヤナギの木に向かって飛んでいるのだが，なかなか到連出来ないでいた。
ちょうどその時に出くわした．やっとヤナギの木にとりついた．まさか産卵をして

いるとは思わなかった．腹部を曲げているのが分かった．しかしその後も母蝶は動
こうともしない．雨も降ってきている．写真を撮るためにフラ､ソンユをたいてもび
くともしない．ネットインして，ヤナギの葉表を調べてみると緑色の卵が葉表に産
付してあった．感動の一瞬だった．この母蝶を別の枝に袋がけ･こしてさらに卵を得
ようとしたが，次の日にネットの中で死んでいた．最後の産卵だったようである。

【第二化の産卵行動について】

★8月7日，雨，室温26度．2日前に採集した少し傷んだ旱を産卵させようとして
庭の鉢植えのヤナギに袋がけにしてあった．この2日間は空しく過ぎていたのだが，
朝袋の位置を変えてブドウの腐果を吸わせてあった．この日はうまく口吻を伸ばし
て吸っていた．午後3時頃，葉表を調べてみたが卵はなかった．だめかと思ってい
たところ，ネット上に何か黒い点が見えた．なんと卵だった．産むのは食樹に直接
と思いこんでいたので以外だった．2卵，：}卵と合計乃卵産んであった．嬉しくなっ
てさらに産ませようと次の日まで袋がけを続けた．つぎの朝見ると支柱の竹に2卵
産んであった．昨日あれから産んだものと思われる．風が吹いて雨が降っていた。
★8月8日，午後，時．早を採集に行く．幸運と言おうか母蝶がヤナギの木の中で
産卵している．今産付した場所に登って見ると，細い枝の分岐部に緑の卵が’個産
み付けてあった．やっとこのシーンに巡り会えた．袋がけをしていると，先ほどの
母蝶が目の前の葉表に産卵した．この日もしぐれたりしてあまり天気はよくなかっ
た．風が少しあった．室温27度．

【第三化の産卵行動について】

★9月19日，くもり，室温26度・午後1時すぎ「沼の林床」のヤナギの木で産卵
している旱を目撃する．木の中を飛び回りながら,6In以上もある梢から下のほう
までの葉表や枝に産卵している．第二化の産卵行動とよく似ていた．小雨がばらつ
いていた．しかし風は吹いていなかった．

【飼育について】

★初めは飼育箱の中で行っていた．しかしこの”幅の狭い葉のヤナギ，’は極端に水
あげが悪く，毎日新鮮な葉と取り替えねばならなかった．池の周囲には小さい株も
かなり生えていたのでこれを鉢に植えて利用することにした（この近くの人に，こ

(12)



のヤナギは折れ易いが挿し木も簡単であると教えてもらった）．2週間ほどで新し

い芽が出てきて利用できるようになった．しかし自然状態では（観察を続けたのだ

が）卵も幼虫も発見することが出来なかった．枝が折れ易く，脚立を使って捜して

みたのだが,lilllを越す木もあり，卵を得てからは諦めてしまった．

☆第二化の産卵でネヅト上に産んだ卵3個と竹の上に産んだ卵2個の合計7卵から

はr)匹の幼虫を得ることが出来た．自然状態の卵も2個得ていたのだが1匹袋をか

けたまま台風で飛ばされてしまった．結局6匹の幼虫を飼育し始めた．半分の3匹

は自然状態で飼育しようと池のヤナギで袋がけにしていたのだが，台風のためか，

子供のいたずらのためか，袋がはずれていて駄目になってしまった．

(たにがわだいかい）

ウスイロコノマチョウ飛び来る

谷川大海2

9/lに「沼の林床」で旱一頭（ず'は目撃のみ),9/2に「林の林床」で印一頭，それぞれ

を共に早朝まだ露の残る林縁で採集した（どちらも夏型)．9/3に「沼の林床」で再び3を

目撃する(!'/lに見たのと同じかどうかは分からず）．これらの林床はクロコノマチョウ

の飼育で観察を続けていたので，これらは他から飛来したものと思われる．この後も観察

を続けていたが,9/l!)になって「林の林床」の林縁で，午後1時頃，団一頭を採集した．

この印が!)/;}に再度目撃したものかどうかは分からないが，新鮮な個体でないし,｢林の林
床」は「沼の林床」の北約:)()()lllにあることを考えると，同じ夕が飛んで来た可能性はあ

る．なお9/lに採集した旱から卵を得ている．結果を次号で報告できればと思っている。

（たにがわだいかい）

１
１
１
１

淡路島未記録の蜂類

大草伸治3

筆者はここ数年淡路島で昆虫を採集してきました．今回は蜂類の中でいくつかの島内未

記録と思われる種をここに報告します．なお標本は自然環境研究所(NSI)"に保管してい

ます．

DiI)1．ionidaeマツハバチ科

ネズハバチ.1/c"or/f""s〃l"〃⑪〃I(､MsTAKEUCHI

津名郡東浦町白山331991.4.20/331992.4.18

津名郡北淡町舟木23l992.4.2J

’
3：〒4側.l愛知県尾西市明地字丸川41－10

‘’兵坤ﾘ,（津名郡津名町人町畑233

(13)
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ネズハバチは雄の触覚が羽状でいくつかの枝に別れています．4月ごろ食樹であるネズ

Jtmjperus"9idαの周辺を飛び回っているのが見られます．

Siricidaeキバチ科

ニホンキパチ〔ﾉFOCC7､uSノapon"us(SMI'III)

津名郡五色町鼬宝寺1e､1991.TJj

キバチ科はカミキリムシのように材に穿孔します．ニホンキバチはマツ，スギなどを食

害します．キバチ科の中では普通種で，大型の蜂です・

Cephidaeクキバチ科

パラクキバチS""siasim4IIsMo<.sARY

洲本市成ヶ島1ex．19!jl.･1.｣X

クキバチ科は植物の伸び始めた新梢に穿孔してこれを枯らします．パラクキパチはバラ
類の新芽を食害します．淡路島からはほかにクロパクキバチが知られています．

Trigonalidaeカギバラバチ科

キスジセアカカギパラパチPofc2/"go"(J/"sハ』.5《ｲ"ﾉ"A/ﾙ〃〃‘〃､ハI(･IIII)A

津名郡五色町誕宝寺’早l991、9.･1/1早l!j!j｣.-i.l!l

カギバラバチ科の仲間は日本からは8種が記録されていますが，従来淡路島からは記録
されていませんでした．カギバラバチ類は寄生蜂ですが，寄生の方法が少し変わっていま
す．雌は卵を葉の縁に数千から万に近い数を産みつけます．その卵と一緒に葉を食べたハ
バチの幼虫の体の中で大きくなるのです．産卵に関しては野坂氏が!エゾカギバラバチに
関して詳しく記録されています．

カギバラバチはそんなに珍しい蜂ではありませんが，あまり大きな蜂ではないことと0
木や草の葉の間を飛ぶので，目立たないと思いますが，時期と場所さえよければ採集は鮭
しくないと思います．以上の科はそれぞれ小さな科でクキバチ科を除いて淡路島からは初
めてと思われるのでここに発表します．

末筆ながら発表に際して種々 御教示いただいた登日邦明氏に篤くお礼申し上げます．

参考文献

{1]野坂千津子1976「エゾカギバラバチの産卵観察」蛛友通偏(3)

(おおくさしんじ）

1993年夏の成果
交告尚史4

8月17日から同月21日まで淡路島で蝶の採集をした・主な成果を報告しておきたい・

1．イシガケチヨウ1頭発見（採集には失敗）．

8月17日p.m.1:15ごろ洲本市猪鼻

4：〒225横浜市緑区黒須田32-12あざみ野405

(14）
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採集

2．ウスイロコノマチョウ1頭採集（裏面の波状紋により夏型ざ'と判断した）．

賦月l11B1''''(ﾙｻOごろ洲本市上内灘-臘

下内膳郵便局の所からしばらく先山を目指して登ると左手に左手に上内膳へ降りる

道がある．その道を下って，山を脱け出たあたりの路傍に小さなササ原があり，そ

こで，ウスイロコノマチョウを採集した．後翅が少々損傷している．

;｝クロコノマチョウ1頭採集．

制月20Ba.'''1l:20ごろ洲本市竹原

柏原山林道の入口（民家が見えなくなる所）は竹薮になっているが，そこでクロコ

ノマチョウを1頭採集した．翅はかなり破損している．

（こうけつひさし）

宮町でイカリ千ンガ左採集一

大草伸治3

イカリモンガPie7､o(feαα〃dewは昼飛

性のガ類で，各地で普通に見られるが，な

ぜか淡路島からの記録はなかった．筆者は

1993年10月15B,一宮町尾崎枯木にお

いて林縁を飛行する本種を採集することが

できたのでここに報告しておきたい．

(おおくさしんじ）

コシロシタバの採集記録

堀田久5

コシロシタバ(w(ztoc(z/αacm印の淡路島における記録例は少ないようである。筆者は昨

年の8月に，自宅のガレージの壁に静止していた本種を採集したので，記録しておきたい。

5：〒〔渇価洲本市安乎北谷63U

(15)
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洲本市安乎町北谷． 1早, lil.VIll. 199;)

なお標本は箪者が保管している．

(ほりたひさし）

1月に活動するベニシジミ

堀田 久島

篭者は本年(l!)!):1)I月2日に，洲本市安乎町北谷の自宅付近でシマカンギクの花で吸蜜

中の，ペニシジミ〃、侭",〃AIα“s（ l早）を確認したので報告しておきたい・近年暖冬の
影響で, 12月になってもペニシジミはよく活動しているが，成虫では越冬しない本種が1

月に活動するのは希である．

なお, 1987年1月3日にも，洲本市安乎町北谷で，活動中の本顧を確認している．

（ほりたひさし）

ツクツクボウシの遅い記録

登日邦明I；

ツクツクポウシハル'"'"'Ⅶ0"(II加澗は，淡路島中部の津名町大町周辺では通常H月中旬

に出現し， 9月上～中旬には鳴き声が聞かれなくなるのだが，昨年(’9;$)は冷夏の影響か，

l()月ll日を過ぎても鳴き声が時おり聞かれたので，参考までに記録しておきたい．

（とびくにあき）

編集後記

▽’94年腱の】号目をお届けします．次号は風～秋に発行を予定していますので，服秘をお寄
せ下さい．

▽本年皮の会費もj00Ⅱ円です．同封の振替川紙で早めにお願い致します． (TB)

肌MIEASS恥齢jW.｡I()

1”4年2月16LI印刷 1994年忠月21u発行

編集者登日邦明 発行所淡路昆虫研究会
〒656-21兵剛飢津名邪津名町大町畑235

郵便医替神戸7－49”1

印刷所れいめい社
〒656兵庫県洲本巾本町5丁目1－24

6:〒IiFWi抑名耶沖名町大町畑235
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